
河川・避難情報データ放送について

平成２０年２月２９日

NHK編成局



河川・避難情報データ放送
京都府整備のサーバから河川・避難情報を発信

（NHK京都とKBS京都が活用）

岐阜県整備のサーバから河川・雨量・避難情報を発信

（NHK岐阜と岐阜放送が活用）

情報公開サーバからの情報を自動的に処理して

刻々の詳細な情報をデータ放送で住民に提供



京都・岐阜の情報公開サーバを支える技術

(TV Common Markup Language）
●ＸＭＬタグの利用方法を決め、自動変換可能なフォーマット
●名古屋の放送事業者や自治体などでつくる「TVCML研究会」が、自治体～
放送局間で地域情報を共有できる共通フォーマットとして策定した

●BML（データ放送用）とＨＴＭＬ（ホームページ用）への加工が容易
●決められたフォーマットのデータは、誰でもサーバから取得し、利用可能
＜情報を仕分ける棚のルールを決めておけば、自由な利用ができる＞

TVCML＝デジタル放送共通ＸＭＬ

①自治体担当者がデータ入力

②TVCMLフォーマットに変換して

サーバに蓄積

③放送事業者が最新情報を確認

④⑤⑥必要なデータを取得

⑦必要に応じて編集

⑧データ放送用のファイル作成・放送



住民のニーズに即した情報提供の必要性

■情報収集・データ入力・確認に手間ひまがかかる

■正確さ・迅速さ・きめの細かさが欠ける恐れ

■編集権を守りつつ、住民ニーズに応える情報・

データの収集を可能にする仕組みが求められている

中越沖地震の際のデータ放送（NHK新潟）

自治体からの情報の殆どは、電話・ファックス・記者発表等アナログ的手法
防災情報システムは、住民への提供を想定したケースは少ない



公共コモンズの意味合い

地方公共団体

ライフライン事業者
（電気・ガス・水道・交通等）

生活物資の供給

NPO・ボランティア
・・・・

公共コモンズ

共通フォーマットを活用した情報の収集と配信

「公助」と「自助」と「共助」の努力をつなぐ仕組み

●情報収集と分配を持つサーバ機能
●共通フォーマットへの変換アプリケーションの開発で

既存システムの改修を最小限に
●配信側が増えれば、提供側にもメリット

デジタルテレビ
ワンセグ

パソコン

携帯電話

CATV

カーナビ
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